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１．はじめに

日本語のアスペクト研究は，奥田（1978）
以降，スル形で表わされる完成相とシテイル
形で表わされる継続相との対立を中心に進ん
できた。一方で，シテアル・シテオク・シテ
クル・シテイク・シテシマウやシハジメル・
シオワルなどの形態については，アスペクト
的意味を表わすとされつつも，補助的なもの
として扱われてきた。
工藤（1995）では，シテアル・シテオク・
シテクル・シテイク・シテシマウを，シツヅ
ケル，シハジメルなどの派生動詞と比べる
と文法化が進んだものとしている。しかし，
「スル・シテイルのようには，アスペクト対
立の典型的な形で，文法化されているとは言
い難いと思われる」として，準アスペクトと
して位置付けている。工藤の挙げた根拠は以
下の３点である。
Ⅰ　包括性の欠如－シテアル，シテオク，
シテイク，シテクル

Ⅱ　他の文法的意味の共在－シテアル，シ
テオク，シテシマウ

Ⅲ　アスペクト対立の存在－シテクル（シ
テイク），シテシマウ

Ⅰは，「死んである」「流れておく」「離婚

していく（離婚してくる）」などが言えず，
全ての動詞についてスル形との対立を持って
いるわけではないという指摘である。Ⅱは，
例えばシテアルには「受益性＋意図性」とい
う意味があり，純粋なアスペクトではなく，
それ以外の意味も複合的にとらえられている
ということである。Ⅲは，例えばシテクル
が「シテクル－シテキテイル」というスル－
シテイル形のアスペクト対立を持っているこ
とを指摘している。
一方で，スル－シテイルのアスペクト対立
について，工藤は，「１義務性，２包括性，
３規則性，４抽象性（一般性），５パラディ
グマティックな対立性，の観点から見て，最
も文法化されたものと言える」とし，さら
に，テクスト的機能（タクシス）との相関性
についても指摘し，研究の中心に置いている。
アスペクトと準アスペクトを区別する工藤
の主張について，須田（2010）では，３つ
の基準ともに，いずれも決定的な基準とし
て見ることは難しい，と指摘している。ま
ず，Ⅰの包括性については，「命令形の『し
ろ』と勧誘形の『しよう』をとる動詞と比べ
れば，『してある』『しておく』『してしまう』
の包括性の度あいは，あまりかわらない」と
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している。Ⅱの他の文法的意味の共在につ
いては，「していた」という形に過去という
テンス的な意味と，叙述というムード的な意
味が共存していることを指摘した上で，「形
態論的カテゴリーに属する形態論的な形の持
つ形態論的な意味であれは，共存していても
問題ないが，それ以外の意味であれば問題と
なるということだろう」としている。
最後に，Ⅲのアスペクト対立の存在につ
いては，これら準アスペクト形式のアスペク
ト対立が，スル－シテイルとともに三項対立
をなすものであれば，共存することはあり得
ないとした上で，スル－シテイルとは異なる
アスペクト的な意味の対立であるとすれば，
共存することもありうるということを指摘し
ている。
しかし，実際にテクル・テイクの形にシテ
イル・シテイタが付いた複合的なアスペクト
形式がどのようなアスペクト的意味を表わす
のかについては十分に検討されていない。須
田では，シテクルとシテキテイル，シテイク
とシテイッテイルの違いについて，「同じ段
階を表わしていて，アスペクト的な意味の対
立は，過程継続の明示と非明示との対立に
なっている」と述べるに留まっている。しか
し，坂原（1995）で指摘されているように，
実際には，シテクルではなくシテキタとシテ
キテイルと同じ段階を表わすものとして対応
している場合も存在している。
⑴　この10年間で，EUを中心に急速に

風力発電が普及してきました／＊し
てきます。

⑵　この10年間で，EUを中心に急速に
風力発電が普及してきています。

そこで，本稿では，先行研究から，シテクル
とシテイクの用法を整理した上で，それがさ
らにシテイル・シテイタの形になった場合に
どのようなアスペクト的意味を表わすのかを

検討していく。なお，分析に使用している例
文については，基本的にGoogleの検索によっ
て得られたものである。述語や時間に関する
副詞成分以外は，必要に応じて改変を加えて
いる。

 
２．�先行研究によるシテクル・シテイクの用

法

寺村（1984）では，主に文法化の程度によ
り，日本語のアスペクト形式を，i）動詞の
活用形によって表わされる一次形式，ii）動
詞のテ形に後接する補助動詞の一部によって
表わされる二次形式，iii）動詞の連用形に後
接する補助動詞の一部によって表わされる三
次形式の３つに大別している。その上で，テ
クル・テイクについては，二次形式の一つと
して分析している。
寺村は，テクル・テイクのアスペクト用法
は，テ型による単なる並立接続と連続してい
ることを指摘している。つまり，テクル・テ
イクには，テ形によって動詞二つが並立的に
結びついたものと，全体が一つの述語として
結合し一方が他方に従属して副次的な意味を
添えるものがあり，その間には無数の中間段
階があるということである。例えばテクルの
場合，
⑶　疲れたから，ちょっとコーヒーを飲
んでくる。（寺村 1984）

のような「来る」の単独の意味を色濃く残し
ているものから，
⑷　気持ちが沈んでくる。（寺村 1984）

のような「来る」単独の意味はほぼ失なわれ
てしまって，一体化の進んだものまで，無数
の中間段階がある。後者に近いものがアスペ
クト形式になる。この性質は，他の２次アス
ペクト形式「テイル，テアル，テオク，テシ
マウ」が，単なる並立接続とは明確に区別さ
れることから，テクル・テイクの特性である
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と言える。
寺村は，実際の文の中でテクル・テイクが
アスペクト形式と見なせる基準として，以下
の２つを挙げ，
ⅰ　「Ｘが……～テクル」は言えるが，「Ｘ
ガクル」とはいえないもの

ⅱ　～テクルが，Ｘの物理的移動ではな
く，「ＸがＶスル」という現象への話
し手への接近を表わすもの

両条件を満たすものは，アスペクト形式とみ
なすことができる，としている。
寺村の指摘している通り，テクル，テイク
の中には，アスペクト的意味と見なせるもの
と，もともとの「来る・行く」の意味を色濃
く残した空間的な移動を表わすものがある。
本研究で対象とするのは，この内アスペクト
的意味を表わすものに限る。以下，先行研究
において，テクル・テイクのアスペクト的意
味がどのように取り上げられてきたかを概観
する。

 
２．１　吉川（1976）の研究

吉川（1976）では，テクルのアスペクト的
意味を４つ，テイクのアスペクト的意味を３
つに分類しており，その内３つについて，テ
クルとテイクが対応するものであるとしてい
る。まずテクルの「出現の過程」はテイクの
「消めつの過程」に対応する。次に「変化の
過程」はテクル・テイクが共通して持つアス
ペクトである。次にテクルの「ある時点まで
の継続」はテイクの「ある時点からの継続」
と対応する。最後にテクルのみが持つ用法と
して，「過程（動作・作用）のはじまり」を
挙げている。
「出現の過程」「消めつの過程」について，
吉川は，「生まれる」や「消える」が本動詞
となる文を取り上げ，「補助動詞のない文と，
ある文をくらべてみると，動詞が出現の過程

を示すものであれば，『てくる』が，消めつ
の過程を示すものであれば『ていく』が使わ
れている文の方が自然な日本語という感じが
する」と述べている。そして，この用法をテ
クル・テイクが「その過程に具体的叙述性を
与える」と規定している。そして，この用法
を取るその他の動詞としては，出現を表わす
ものとして「あらわれる，うまれる，うか
ぶ，こみあげる，よみがえる，わく」を，消
めつを表わすものとして「かすむ，きえる，
しぬ，うしなう」を挙げている。しかし，こ
れらは，その後の研究では空間的なものとし
て扱われている用法である。このため，本研
究でも空間的な用法とし，考察の対象とはし
ないことにする。
「変化の過程」については，変化動詞で，

シタ形では過程を表わせないものにテクルが
ついて過程を表わすようになったものとして
いる。テイクも同様にこの用法を持つと規定
されている。テクルでこの用法を取る動詞と
しては，「なつく，ふえる，へる，おもくな
る，かなしくなる，たてこむ，きたなくな
る，ながくなる，はげしくなる，ひくくな
る」，テイクでこの用法を取る動詞としては，
「かわる，なつく，ます，やせほそる，あつ
くなる，おもくなる，ちいさくなる」などが
挙げられている。
「ある時点までの継続」を表わすテクルに

ついては，「てきた・てきました」の形で，
「ある動作・作用が過去においてはじまって，
現在まで継続していることをあらわすのであ
る」とされている。また，「ある時点からの
継続」を表わすテイクについては，「過去・
現在・未来のいずれの時点を基準にしてもそ
の時点から将来の方向へ向かって，ある動
作・作用が継続することをあらわす」として
いる。
さらに，「成長する・育てる」のように数
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年に渡る動作作用を表わすスケールの大き
な動詞と，「買う・乗る・倒れる」などのス
ケールの小さな動詞があり，この違いがアス
ペクトに反映する。具体的には，テクルの場
合，スケールの大きい動詞では，「遠い過去
からの継続」を表わし，スケールの小さな動
詞では，「遠い過去からのくりかえしの継続」
または「近い過去からの継続」を表わす。ま
た，テイクの場合も同様に，スケールの大き
な動詞では「遠い将来への継続」を，スケー
ルの小さな動詞では，「近い将来への継続」
を表わすとされている。
最後に過程の開始を表わすテクルについて
は，「ぱらつく，ふる」などの動詞につくも
ので，これらの動詞は出現の意味もなく，変
化動詞でもないため，出現の過程や変化の過
程とは区別されるとしている。さらに，この
用法が「ふくらむ，おもくなる，きいろくな
る，なきたくなる，ようになる」などの変化
動詞や「あらわれる」などの出現の過程を表
わす動詞について過程のはじまりを表わすこ
とがあることも指摘されている。

２．２　今仁（1990）の研究

今仁（1990）では，テクルとテイクの意味
について，移動を表わす場合とアスペクトを
表わす場合に大きく分けて，そこに共通して
見られる共起パターンを分析している。今仁
によれば，移動を表わす場合，本動詞となる
ものには「送る」のように単独でもニ格で方
向性を示すことができるものと，「歩く」の
ように「テクル」か「テイク」を補わなけれ
ばニ格で方向を表わすことができないものが
ある。後者は，「テクル」および「テイク」
がついて方向を表わす。一方前者は，移動の
方向が発話者に向かう場合のみ「テクル」を
必要とし，これに「テイク」が付くと順次的
あるいは漸時的事態を表すとされている。

前者に属する動詞としては，⒜対象物の
輸送・移動に関する動詞（送る，電話をか
ける，落とす）だけでなく，⒝影響を相手
に及ぼす動詞（攻撃する，殴る，警笛を鳴ら
す），⒞動作を表わす動詞（座る，笑う）も
含まれるとされている。
また，アスペクトを表わす場合について
は，「降る」のように「ある事態からその逆
の事態への移行を表わすものがあり，これは
「テクル」によってその事態の発生を表わす
が，「テイク」が付いた場合には，やはり順
次的・漸時的事態を表すとされている。これ
に対して「腐る」のような変化を表わす動詞
や「守る」のような継続を表わす動詞の場合
は，テクルによってその時点までの変化・継
続を，テイクによってその時点からの変化・
継続を表すとしている。
事態の発生を表わす動詞としては，「発生

系は，対象発生である」として，「降る」の
ような現象の発生を表す動詞と，「分かる，
腹が立つ，思い出す」などの心理的な状態の
出現を表す動詞が含まれる。また，後者の，
変化を表わす動詞としては，「変化系は，主
体変化であり，変化の認識（または追認）を
表わす」とされ，「腐る・膨らむ」などの他，
「冷たくなる」のような「～なる」形式の動
詞が属する。継続を表わす動詞としては「守
る，続く，続く」などの他，継続的繰り返し
を許す動詞「（木が花を）つける，（予算を）
繰り越す」も属するとされている。
順次性，漸時性というものもアスペクトの
一つとしてとらえることができる。したがっ
て，上記の今仁の議論をアスペクトという観
点で整理すると，テクル・テイクの持つアス
ペクトとしては，以下の４つにまとめられ
る。
1）客体変化を表わす動詞に「テクル」が
ついてその変化の発生を表す。
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2）主体変化を表わす動詞に「テクル・テ
イク」がついてある時点まで・からの
変化を表わす。

3）継続を表わす動詞に「テクル・テイ
ク」がついてある時点まで・からの継
続を表わす。

4）対象物の輸送・移動に関する動詞・影
響を相手に及ぼす動詞・動作を表わす
動詞・対象発生を表わす動詞に「テイ
ク」がついて順次的・漸時的事態を表
わす。

 
２．３　坂原（1995）の研究

坂原（1995）はテクルの用法を，単なる等
位構造のテ形接続，等位接続の延長線上で複
合動詞化が進んだもの，本動詞が含む移動を
強化し，方向を与えるもの，変化の出現を表
わす始動アスペクト，行為や事件の継続を表
わす継続アスペクトの５つの用法に分類し，
分析している。この内，アスペクトに関係す
る用法は，始動アスペクトと継続アスペクト
である。
アスペクトに関係する２つの用法につい
て，坂原は，「移動動詞『来る』の表す空間
移動やある地点への到着が，時間軸上での事
件の継続や生起に投影されると，『来る』は
アスペクトを表示するようになる」としてお
り，基本的に空間移動の用法からの拡張であ
ると捉えている。また，本動詞については，
始動・継続アスペクトとも，基本的に継続動
詞をとり，瞬間動詞の場合は事件の複数性あ
るいは繰り返しにより，２次的に継続動詞化
する必要がある，と主張している。
始動アスペクトをとる動詞について，坂原
は，一方向への程度の強弱の変化を表わす無
意思性１）の変化動詞としている。また，そ
のアスペクト的意味については，開始そのも
のではなく，開始され，依然進行中の変化を

表わすと規定している。このため，「すっか
り，完全に」などの完結を含意する程度副詞
や，「～までに，以前に」のような終始時点
や限界時点を表わす時間副詞とは共起しな
い。またテイル形で変化の進行を表わし，タ
形とテイル形がほとんど意味を変えずに交替
できることも指摘している。
さらに，この用法の制限として，以下の３
点を挙げている。
⒜　発話時点より以前や同時の完結点をも
つ変化を表わすことができない。

⒝　変化の生起は現在以降でもよいが，話
し手自身の変化の場合過去に限られ
る。

⒞　話し手の他人に関係する感情の変化を
表わす場合，過去でも使えない。

一方，継続アスペクトについては，本動詞
が同じ状態の継続か，同じタイプの事件の繰
り返しによる質的変化のない継続の場合であ
り，無変化の同質的継続を表わすとしてい
る。動詞は意志的でも無意思的でもかまわな
い。この用法では，始動アスペクトの場合は
共起しない継続期間や終始時点を表わす時間
副詞とも共起可能である。ただし，継続の終
止時点は，現在から過去に遠ざかるにつれ，
許容度が落ちることを指摘している。さら
に，継続アスペクトの場合は現在以降に始ま
る継続を表わすことはできない。テイル形に
ついては，始動アスペクトの場合と同様，タ
形とほぼ同じ解釈になるとされている。
また，テイクによって，テクルとは逆方向
の継続アスペクトが表現できることも指摘し
ている。ここで言う逆方向とは，視点の方
向，つまりテクルが現在から見た過去から継
続を表わすのに対して，現在から見た未来へ
の継続を表していることを指すと思われる。
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３．�本研究におけるテクル・テイクのアスペ

クト

以上，３つの研究について，テクル・テイ
クのアスペクトがどのように分析されてきた
かを概観してきた。ここでは，本研究におい
て，テクル・テイクのアスペクトをどのよう
に分類していくかを述べていく。本研究で
は，テクル・テイクの持つアスペクトとし
て，大きく始動アスペクトと過程アスペク
ト，継続アスペクトを取りあげる。
始動アスペクトは，坂原（1995）によれ

ば，単なる変化の開始だけでなく，「開始さ
れたが，以前進行中の変化という印象も与え
る」ものである。この定義は妥当なものと考
えるが，どのような動詞が始動アスペクトを
取り得るかについては，各研究で違いが見ら
れる。
吉川（1976）では，始動アスペクトに当る
用法を「過程のはじまり」としており，この
用法をとる動詞として，「降る，ぱらつく」
などの動詞と，変化動詞を挙げている。これ
に対して，今仁（1990）では，両者を区別
し，「降る，ぱらつく」などは「発生系」，変
化動詞については「変化系」に分類してい
る。発生系が事態の開始を表わすのに対し，
変化系はテクルである時点までの変化を，テ
イクである時点からの変化を表わすものとし
ている。最後に，坂原（1995）では，始動ア
スペクトを取る動詞を「一方向での程度の強
弱の変化を表す変化動詞」としており，始動
アスペクトを変化動詞がとるものとしてい
る。
⑸　雨が降ってきた。（今仁 1990）
⑹　空が明るくなってきた。（坂原 
1995）

そこで，どのような動詞が始動アスペクトを
取り得るかについて考察を行う。
まず，坂原は，「空が明るくなってきた」

という例文で，副詞との共起関係を整理し，
厳密に定義しており，変化動詞は始動アスペ
クトを取ると言える。では，坂原では取りあ
げられていない，「降る」などの動詞にテク
ルがついた形は，ここで言う始動アスペクト
とは別なものなのであろうか。「降る」は，
工藤（1995）の分類によると，主体動作動詞
の「ものの非意思的な動き（現象）動詞」に
分類されている。同じカテゴリーに属する動
詞としては，「かがやく，ざわめく」などが
あり，以下のように始動アスペクトの文を作
ることができる。
⑺　大室山のススキが白銀色に輝いてき
ました。

⑻　ヘルシンキの文化会館付近の，いつ
もは静かな通りが急にざわめいてき
ました。

これを坂原の提示している副詞との共起パ
ターンに当てはめてみると，同じ共起パター
ンを示す（前文が坂原の例文，後文が置き換
えたもの）。
⑼　??空がすっかり明るくなってきた。
／ ??雨がすっかり降ってきた。

⑽　??空が完全に明るくなってきた。
／ ?? 雨が完全に降ってきた。

⑾　空が，20分前から明るくなってきた。
／雨が，20分前から降ってきた。

⑿　＊空が，10分前まで明るくなってき
た。／＊雨が，10分前まで降ってき
た。

⒀　＊空が，10分前までに明るくなって
きた。／＊雨が，10分前までに降っ
てきた。

⒁　＊空が，30分間，明るくなってきた。
／＊雨が，30分間，降ってきた。

⒂　?空が，30分間で，明るくなってき
た。／ ?雨が，20分間で，降ってき
た。



― 7 ―

補助動詞「テクル」「テイク」のアスペクトについて（内山　潤）

以上のことから，本研究では，始動アスペク
トは，変化動詞および現象を表わす動詞がと
り得るものと考える。
吉川では，変化動詞には，始動アスペクト
以外にも，変化の過程というアスペクトを認
めている。これはテクル・テイクの双方に認
められるアスペクトであり，今仁の「変化
系」と重なるものである。しかし，少なくと
も，テクルについては，吉川自身の挙げてい
る例文を見ても始動アスペクトとの区別が不
明瞭である。
⒃　候補生の数は，次第に減ってきた。
（吉川の「変化の過程」の例文）

⒄　ふた葉の先のほうが黄色くなってき
た。（吉川の「過程のはじまり」の
例文）

そこで，本研究では両者を区別せずに，共
に始動アスペクトとして扱うことにする。一
方でテイクの持つ「変化の過程」について
は，そのまま認め，過程アスペクトとする。
最後に，継続アスペクトについて見てい
く。テクルは，「ある時点までの継続」とさ
れ，本動詞の性質については，「継続」もし
くは「同じ事象の繰り返しによる継続」とほ
ぼ共通した規定がされている。

⒅　太郎は，戦後からずっと東京で来ら
してきた。（坂原 1995）

⒆　その老木は，それでも毎年花をつけ
てきた。（今仁 1990）

前者の用法となるのは，坂原が規定している
通り動詞が「同じ状態の継続」を表わす場合
である。後者の用法について，今仁におい
ては，「継続的繰り返しを許す動詞」として
「（木が花を）つける，（予算を）繰り越す」
などを挙げている。しかし，繰り返しの継続
については，時間副詞と共起することでほと
んどの動詞がこのアスペクト的意味を取るこ
とができる。

⒇　わたしのような不器用な人間は，修
理のことを考え地元の自転車屋さん
でずっと買ってきました。

21　初めて聞いたときから，すっかり気
に入ってしまい，何度も何度も聞い
てきました。

22　イラストに関しても壁にぶつかるた
びに何度もあきらめてきました。

ただし，坂原も指摘している通り，「始動ア
スペクトと継続アスペクトの両方に解釈でき
る『Ｖてきた』は非常に珍しい」のであり，
始動アスペクトをとる一方向への程度の強弱
を表わす無意思性の変化動詞については，繰
り返しによる継続アスペクトの意味は取りに
くい２）。
最後に，テイクの継続アスペクトについて
見ていく。テイクの継続アスペクトは「ある
時点からの継続」を表わす。坂原も指摘して
いる通り，継続アスペクトのテイクはほとん
どどんな動詞にも付くことができる。
23　これからも関連情報を随時公開して
いきます。

24　多くの厳しいご意見を頂きました
が，これからも丁寧にご説明してい
きます。

しかし，テクルと同様，繰り返しの継続で
はなく，同じ動作・事態の継続となるのは，
「同じ状態の継続」を表わす動詞に限られる。

25　気持ちがこもったこの家を終の棲家
として大切に暮していきます｡

以上，本研究で扱うテクル・テイクのアス
ペクトは次のようなものである。ａ）変化動
詞および現象動詞にテクルがついてできる始
動アスペクト，ｂ）変化動詞にテイクがつい
てできる過程アスペクト，ｃ）同じ状態の継
続を表わす動詞にテクル・テイクがついてで
きる継続アスペクト，以上３つを考察の対象
とする。
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４．始動アスペクトのテクル

このカテゴリには，吉川（1976）における
「変化の過程」のアスペクトも含まれている。
ここでは，まず，この問題について若干の考
察を加える。吉川における「変化の過程」は
スル・シタでは変化の過程を表わせない動詞
にテクル・テイクがついて過程を表わすもの
である。一方，始動アスペクトのテクルは，
工藤（1995）の動詞分類における「ものの無
意思的な（状態・位置）変化動詞（自動詞）」
につくものが中心となる。これらの動詞の多
くは，結果に焦点を持ち，シテイル形では，
変化の結果の継続を表わす。
26　そうすると洗濯指数の良くない日で
もしっかりかわいています。

金田一（1958）の動詞分類ではいわゆる瞬間
動詞に当たるものであるが，実際の変化が瞬
間的であるかどうかは動詞によって異なる。
例えば「あたたまる，かわく」などは結果に
至るまでの過程に一定の時間を要する。実
際，対応する他動詞「あたためる，かわか
す」などでは，結果にいたるまでの過程の方
に焦点が持つため，テイルで過程を表わすこ
とができる。
27　今茶殻をかわかしています。
一方，同じ変化を表わす場合でも，結果に
焦点を持つ自動詞はテイル形では変化の過程
を表わすことができない。始動アスペクトの
テクルとの共起によって変化の過程を表わす
ことができるのである。
28　僕の走っている間にコースが少し乾
いてきました。

29　部長の声で，みんなの動きもキレが
でてきて，体も徐々にあたたまって
きました。

始動アスペクトのテクルは，タ形で発話時
もしくは過去を基準時点として見た場合の変

化の開始と基準時点までの継続を表わす。ル
形の場合は，未来のある時点を基準とした変
化の開始もしくは時間的限定性をもたない変
化の開始を表わす。
30　このままの天気だと，どんどん乾い
てきます。

31　このツボに手を当てているだけで，
なんだか体があたたまってきます。

次に始動アスペクトにさらにテイルがつい
た場合について検討していく。坂原（1995）
では，「来る」のテイル形が結果の継続を表
わすのに対して，始動アスペクトの「シテク
ル」は全体で継続動詞となり，進行を表わせ
るとしている。
32　空が，徐々に明るくなってきてい
る。（坂原 1995）

33　太郎の芸風が，公演ごとにこなれて
きている。（坂原 1995）

また，タ形もテイル形と同様に依然進行中と
いうニュアンスを持つため，入れ替えても解
釈はほとんど変わらないとされている。
34　空が，徐々に明るくなってきた。
（坂原 1995より改変）

35　太郎の芸風が，公演ごとにこなれて
きた。（坂原 1995より改変）

タ形とテイル形が交代を許すのは，基準時
点が発話時の場合に限られるが，以下のよう
な例では両者の違いが見られる。
36　準備を済ませて表に出ると南アルプ
ス方面がうっすらと明るくなってき
ました。

37　準備を済ませて表に出ると南アルプ
ス方面がうっすらと明るくなってき
ています。

前者では，「明るくなる」という変化の開始
は表に出た後である。それに対して後者で
は，表に出る前に既に明るくなり始めてい
て，その変化の過程のみを目撃したという印
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象を持つ。つまり，前者では変化の開始自体
を目撃している必要があるのに対して，後者
では開始自体は目撃していないのである。
基準時点が過去になった場合，シテイルは
シテイタになるが，この場合も同様の違いが
見られる。
38　お天気爽やかでしたが，お昼を過ぎ
たころから曇ってきました。

39　黒部平から室堂へトロリーバスで到
着し，外を見ると，曇ってきていま
した。

以上のように，テイクにつくテイル形・テイ
タ形は，変化の開始を背景化して，その後に
続く変化の過程の方を焦点化するという働き
を持つと言える。
この違いは，ものの非意思的な動き（現
象）動詞による始動アスペクトについても同
様に見られる。
40　小川町駅に集合したころに，ちらほ
らと雨が降ってきました。

41　小川町駅に集合したころには，ちら
ほらと雨が降ってきていました。

最後に，始動アスペクトのバリアントにつ
いて述べる。
42　今年もまた雪が降ってきました。

のような例では，「雪が降る」という１回性
の現象の開始ではなく，「雪が降る」ことが
繰り返されるという反復性を持つ事態の最初
の１回を始動アスペクトで捉えている。

 
５．過程アスペクトのテイク

過程アスペクトのテイクについて考察する
前に，ここでは，始動アスペクトを表わす現
象と「ものの無意思的な変化」を表わす動詞
にテイクがついた文について検討していく。
まず，現象を表わす動詞にテイクがついた
ものを，今仁（1990）は，順次的・漸時的意
味となるとしている。

43　その後，雨は断続的に降っていっ
た。（今仁 1990）

しかし，今仁自身も「雨は，”雨が降る”と
いう一つの現象でしかなく，一旦事態が生じ
た後の事態の順次・漸時性が想像しくい」と
述べている通り，結びつけた場合に強いて言
えばそのような解釈を持つという程度のもの
であり，積極的に順次性・漸時性を持つとま
では言えない３）。
一方，変化動詞にテイクがついた過程アス
ペクトを表わす文は，以下のようなものであ
る。
44　あんなに晴れていた空が曇っていき
ます。

45　静かに置いておくと，レンネットの
はたらきで徐々に乳がかたまってい
きます。

これらは，テクルによる始動アスペクトにそ
のまま対応する文になる。
46　あんなに晴れていた空が曇ってきま
した。

47　静かに置いておくと，レンネットの
はたらきで徐々に乳がかたまってき
ました。

また「曇っている」や「固まっている」が既
に変化が完了した後の結果の継続を表わすの
に対して，テイクの付いた形はテクルと同様
変化の過程の段階を表わしている。しかし，
テクルが始動アスペクトとして変化の開始を
はっきり表わすのに対して，テイクの場合に
は変化の開始はほとんど意識されない。
また，これらの文はタ形を用いて，過去の
変化の過程を表わすことができ，ほとんど意
味を変えずにテクルと置き換えることができ
る。
48　朝方は晴れてましたが，夕方になる
につれてどんどん曇っていきました
／きました。
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49　粉状にした花王の石鹸が核になっ
て，少しずつ少しずつ固まっていき
ました／きました。

以上のことから，次のようなことが考えら
れる。テクル・テイクともに，結果に焦点を
持つ「ものの無意思的な変化」を表わす動詞
について，その経過に焦点を移すという作用
を持つ。テクルは，基準時点から過去方向へ
変化の過程を見るという視点を取るため，変
化の開始が意識され，始動アスペクトという
意味を持つ。一方，テイクは，基準時から未
来方向へ変化の過程見るという視点を取る
が，変化の完結まではとらえないため，単な
る過程という意味を持つ。基準時点が発話時
の場合は，この視点の違いが明確であるた
め，両者の意味の違いも明確である。しか
し，基準時点が過去や未来となった場合，発
話時からの視点では両者の違いは不明確にな
るため，ほとんど意味を変えずに入れ替えら
れる場合もでてくるのである。
次にこれらの形にテイル／テイタがついた

場合について検討する。テイクの場合にはも
ともと過程の意味を持つため，さらにテイル
／テイタが付く用例はそれほど多くない。
50　炎天下のせいでみるみるコンクリー
トが固まっていっています。

51　昨日，一昨日と流し込んでおいたモ
ルタルも良い感じに固まっていって
いました。

テイッテイルの文は，テイクの場合では変化
が発話時以前に始まって進行中なのか，発話
時以降に始まるものなのかが不明確なのに対
して，はっきりと進行中であるという意味に
なる。一方，テイッテイタの形の文は，テイ
タに対して「変化の過程を一時的に覗いた」
というニュアンスが感じられる程度の違いし
かない。

６．継続アスペクトを表わすテクル

継続アスペクトによって，同一主体による
一回性の継続を表わすことができるのは，動
詞が同じタイプの継続を表わす場合である。
これには，次のような動詞が該当する。ま
ず，変化動詞については，長期的な変化を
表わすことができる「成長する，普及する，
発展する，慣れる」などである。次に，工
藤（1995）の分類で，主体動作動詞の下位分
類として「人の長期的動作」を表わす動詞
（「営む，通う，暮らす，経営する」等）は全
て継続アスペクトとして解釈可能である。さ
らに，内的情態動詞の「考える，信じる，祈
る，願う，望む，あこがれる，恨む」等も継
続アスペクトとなり得る。
52　東北開発関連法制定以来，本港の重
要性が増し，セメント，木材，石油
等の搬入港として発展してきまし
た。

53　私は公共事業に関わる会社を9年間
程経営してきました。

54　でも自分は，このやり方が良いと信
じてきました。

これ以外にも，述語以外の副詞的成分の力
を借りて，繰り返しを表わすという形で，多
くの動詞が継続アスペクトを表わすことがで
きる。
55　私もこの雑誌をずっと買ってきまし
た。

ただし，本研究ではこのタイプのものは紙幅
の関係上扱わない。
坂原（1995）が述べている通り，基準時点
となるのは基本的には発話時点であり，「経
営してくる，信じてくる」で未来を基準時点
とした継続を表わすことはできない（「発展
してくる」は始動アスペクトとなる）。また，
継続の終止地点も，坂原が「現在から過去に
遠ざかるにつれて，許容度は落ちる」と指摘
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しており，基本的には発話時まで，もしくは
発話時以降も継続する事態を表わす４）。
継続アスペクトの場合はテクルのみでも継
続を表わすため，さらにテイルが付いた場合
もそれほど意味の違いは感じられない。
56　縁あって，1986年に埼玉県所沢市に，
友人と二人で創業。以来，制御系ソ
フトウェアの請負開発業務を営んで
きています（きました）。

57　10年前から介護士の資格をもち，病
気のお母さんの世話や子育て，そし
てボランティアと堅実な生活を営ん
できています。 （きました）。

しかし，子細に見ていくと，以下のような違
いも観察できる。まず，現在もしくは近い過
去に継続の終止が示される場合は，テイル形
ではやや許容度が下がる。
58　それが，実際に日が暮れる頃になる
と，しとしとと雨が降るもんだか
ら，私は「にわか雨」＝「しとしと
降る雨」だと，最近まで信じてきま
した（＊＊きています）。

一方，テイタがついた場合には，過去のあ
る時点までの継続を表わすことができるよう
になる。
59　少なくとも病院について不効率な点
は数多くありましたがまじめに経営
してきていました。

60　竹は本来，日本人にとってなじみが
深く，身近な竹を使って生活を営み
ながら暮してきていました。

 
７．継続アスペクトを表わすテイク

テイクの場合も，テクルと同様，長期的変
化を表わす変化動詞や，人の長期的動作を表
わす動詞，一部の内的状態動詞について，１
回性の長期的継続を表わすことができる。
61　フットサルを，家族や地域で気軽に

楽しめるようなシステムを構築しな
がら普及していきます。

62　私はこの美しい西多摩・青梅の地で
家族共々一生暮らしていきます。

63　社会人一年目，ラクロスができる喜
び，感謝を忘れず社会人ラクロスの
可能性，チャンスを信じていきま
す。

多くの先行研究が示唆している通り，これ
らはテキタによる現在までの継続と対をな
し，過去から発話時までの継続に焦点を当て
る場合にはテキタが，発話時から未来に続く
継続を表わす場合にはテイクが用いられる。
発話時以前に開始され，発話時以降も続く継
続の場合は，テイクが発話時以前から続く継
続を表現でき，テキタが発話時以降も続く継
続を表現できるため，全く同じ継続を視点を
変えて２つの文で表現することもできる。
64　私は大学卒業以来ずっとこの会社で
働いてきました。これからも停年ま
でずっと働いていくつもりです。

ただし，動詞によっては，テキタでは継続
アスペクトが表現できても，テイクでは表現
できないものも存在する。テイクの方が意思
性が強く要求されるため，以下のような場合
はテイクで継続を表わすことができない。
65　僕は小さいころから警察官にあこが
れてきました。／ **あこがれてい
きます。

また，テキタはテクルによって発話時以降
の継続アスペクトを表現することはできない
が，テイクはテイッタの形で，発話時以前の
継続を表現することもできる。
66　３人は成長し結婚して，子供達に囲
まれ幸せに暮らしていきました。

67　その港となったのが，桜井の河口港
であり，瀬戸内海の交通の拠点とし
て次第に発展していきました。
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ただし，テキタが少なくとも発話時近くまで
の継続を表わすのに対して，テイッタは発話
時のかなり以前に終結した継続しか表わすこ
とができないという違いが存在し，始動アス
ペクトの場合と違って両者が交替できること
はない。
最後に，この用法のテイクに，テイルやテ
イタがついてテイッテイルやテイッテイタと
なる用例はほとんど見つからなかった５）。

８．結論

以上，アスペクトを表わすテクル・テイク
に，さらにテイル・テイタが付いた場合にど
のような意味になるかについて考察してき
た。まず，始動アスペクトのテクルにテイル
が付いたテキテイルという形は発話時を基
準にしたテキタとほぼ同じアスペクトとな
る。これに対して，テイタが付いたテキテイ
タは，過去の基準点に対して，それ以前に始
まった変化という意味でテキタとは明確に異
なる。過程アスペクトのテイクについては，
テキテイルの形で変化が発話時事前に始まっ
ていて現在進行中であることを表わす。継続
アスペクトのテクルについては，テキテイル
という形で，テキタとほぼ同じアスペクトを
表わし，テキテイタでは，テキタでは表わせ
ない過去のある時点までの継続を表わす。継
続アスペクトのテイクについては，テイッテ
イル，テイッテイタという形はほぼ見られな
い。
以上のことを，基準点と発話時の関係から

整理してみる。まず，テクルについては，始
動アスペクトでも継続アスペクトでも，テキ
タの形で発話時までの始動や継続を表わす。
テイルのついたテキテイルの形は，テンスと
してはほぼ同じである。始動アスペクトにつ
いては，同じテキタの形で，発話時以前を基
準点とした変化の開始を表わすことができる
が，継続アスペクトでは発話時以前を基準点
とした継続を表わすことはできない。しか
し，テキテイタの形をとることで，発話時以
前を基準点とした継続を表わすことができる
ようになる。
一方，テイクについては，過程アスペクト

でも，継続アスペクトでも，テイクの形で発
話時または発話時以降を基準とした変化・継
続を表わすことができ，テイッタの形で発話
時以前を基準とした変化・継続を表わすこと
ができる。しかし，テイクの形では変化や継
続が発話時において進行中のものであるかそ
れとも発話時以降に開始されるものであるか
は不定である。テイッテイルの形によって，
変化が発話時において進行中であることを
はっきりと示すことができる。以上をまとめ
たものを表１に示す。
表１から，スル・シタの形だけでは，発話
時と基準時との関係が表わせない部分や，発
話時と基準時との関係が明確ではない部分
に，テイル／テイタが使われることがわか
る。つまりテクル，テイクは単純にスル形と
シテイル形のアスペクト対立を持っているわ
けではなく，テクル形やテイク形が持つアス

表１ テクル・テイクとテイルの複合アスペクトの分類

発話時以前 発話時 発話時以降

テクル（始動） テキタ・テキテイタ テキタ／テキテイル テクル

テクル（継続） テキテイタ テキタ／テキテイル ＊＊＊

テイク（過程） テイッタ／テイッテイタ テイル／テイッテイル テイク

テイク（継続） テイッタ テイク テイク
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ペクトに応じて，スル形とシテイル形がそれ
を補う形でより複雑なアスペクトを表現して
いるのである。

注

1 ）坂原は，益岡・田窪（1989）の「意思動詞＋
来る」が継続アスペクトで，「無意思動詞＋来
るが始動アスペクトになるという指摘を引用し
て，検討している。結果として，継続アスペク
トについては，動詞は意思動詞でも無意思動詞
でも構わないとしており，始動アスペクトの無
意思動詞との親和性のみを一定程度認めてい
る。
2）坂原の例では，始動アスペクト・継続アスペ
クトの両方の解釈を許す小数の例として，「成
長する，慣れる」などが挙げられている。他に
も「普及する，発展する」なども両アスペクト
の解釈を許す。いずれも，長い時間を要する変
化を表わすものであり，継続アスペクトでは，
繰り返しではなく，長期にわたる変化の継続と
いう意味になる。
3）Googleのフレーズ検索において，”降っていっ
ています”および”降っていっていました”を
検索した結果，該当するような用例は見つから
なかった。ヒット数自体も一桁であり，そもそ
もこの組み合わせ自体がほとんど使われないと
考えられる。
4）「10年前の不況で，長年経営してきた会社を，
手放した。」のように，非終止の位置では，発
話時以前に完了した継続を表わしやすくなる。
5）該当する動詞を「テイッテイマス」「テイッ
テイマシタ」でフレーズ検索をした結果，ほと
んどの場合ヒット数がゼロで，数件ヒットした
場合も継続とは見なせない用法であった。唯一
の例外が「付き合う」で，「語学とほんと縁の

なかった人間がなんとかやっていくには，でき
るだけ逃げないように，嫌にならない程度に英
語と付き合っていっています。」のように，悪
条件にも関わらず何とか付き合っているという
ニュアンスを持つ継続の用例がいくつか見られ
た。
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